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梁
啓
超
に
お
け
る
「
西
学
東
漸
」
の
構
築
に
つ
い
て 

―

『
東
藉
月
旦
』
を
中
心
に―

 

張 

淑
君

は
じ
め
に 

梁
啓
超
（
一
八
七
三―

一
九
二
九
）
は
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
の
人
物

で
、
政
治
家
、
啓
蒙
思
想
家
、
学
者
な
ど
と
し
て
活
躍
し
、
一
八
九
八
年
の
戊
戌

の
変
法
の
活
動
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
（
１
）
。
彼
は
晩
年
の
自
著
『
清
代
学
術
概
論
』

に
お
い
て
自
分
の
学
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
た
。
「
彼
嘗
て
其
女

令
嫻
藝
蘅
館
日
記
に
題
す
る
詩
あ
り
、
曰
へ
ら
く
。『
吾
學
の
病
は
博
を
愛
す
る
に

あ
り
。
是
を
用
ひ
て
淺
且
つ
蕪
な
り
。
尤
も
病
ひ
恆
な
き
に
あ
り
。
獲
る
あ
れ
ば

諸
を
旋
失
す
。
百
凡
我
を
効
す
可
き
も
、
此
二
つ
我
を
無
と
な
す
如
し
、
』
と
。
自

ら
知
る
の
明
あ
り
と
謂
ひ
つ
べ
し
。
」（
２
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
梁
啓
超
は
大
量
の
書

籍
を
読
ん
で
、
広
範
囲
に
わ
た
る
学
問
を
修
め
た
と
い
う
一
面
が
窺
え
る
。『
時
務

報
』
の
主
筆
を
担
当
し
て
い
る
時
期
、「
幼
学
」
を
論
述
し
て
い
る
文
章
で
彼
は
「
六

門
径
書
と
曰
ふ
。（
中
略
）
啓
超 

本
よ
り
郷
人
な
り
、
懵
く
学
を
知
ら
ず
、
年 

十

一
に
し
て
坊
間
に
遊
び
、
張
南
皮
の
『
輶
軒
語
』『
書
目
答
問
』
を
得
、
帰
り
て
之

を
読
み
、
始
め
て
天
地
の
間
に
学
問
と
所
謂
学
問
な
る
者
有
る
を
知
る
。
稍
や
長

じ
て
、
南
海
康
先
生
の
門
に
遊
び
、『
長
興
学
記
』
を
得
、
俯
し
て
孜
孜
と
し
て
従

事
す
る
な
り
。(

南
海
先
生
に
復
た
『
桂
学
答
問
』
有
り
、
甲
午 

粤
西
に
遊
び
桂

人
学
者
に
告
げ
、
其
の
言 

『
長
興
学
記
』
に
較
ぶ
る
に
切
近
な
り
と
為
す
。)

歳 

甲
午
に
し
て
、
餘 

粤
に
学
を
授
け
、
曽
て
『
読
書
分
月
課
程
』
を
為
し
て
以
て
門

人
を
訓
へ
、
近
く
復
た
『
読
西
書
之
法
』
を
為
し
て
以
て
問
者
に
答
へ
、
皆
師
友

の
末
説
を
演
べ
、
心
得
有
る
こ
と
靡
く
、
童
蒙
の
求
、
辞
さ
ざ
る
所
の
み
。
」（
３
）

と
発
表
し
、
自
分
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
読
書
の
読
み
方
に
関
す
る
彼
な
ら
で
は

の
認
識
を
披
露
し
た
。
其
の
後
、
門
人
な
ど
の
た
め
に
読
書
に
つ
い
て
彼
は
相
次

い
で
『
西
学
書
目
表
』
と
『
東
藉
月
旦
』
を
著
し
、
西
洋
学
に
関
す
る
書
籍
を
紹

介
し
た
。
本
稿
で
は
梁
啓
超
の
こ
れ
ら
の
著
作
に
着
目
し
、
そ
の
時
代
背
景
、
創

作
意
図
、
創
作
経
緯
、
内
容
な
ど
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
梁
啓
超
に
お
け
る

西
洋
の
学
問
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
西
洋
学
に
対
す
る
彼
の
理
解

は
来
日
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。 

一 

『
読
書
分
月
課
程
』 

梁
啓
超
に
お
け
る
西
洋
学
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
を

理
解
す
る
た
め
に
、
西
洋
学
に
関
す
る
彼
の
著
作
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
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う
。
こ
こ
で
は
、『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
を
参
考
に
し
て
、
各
作
品
を
編
年
順
に
以

下
の
よ
う
に
表
一
に
ま
と
め
た
。 

 

 
 

周
知
の
よ
う
に
、
梁
啓
超
は
十
八
歳
（
一
八
九
〇
）
ま
で
、
中
国
の
伝
統
的
学

問
を
学
ん
で
き
た
。
こ
の
際
彼
は
、
日
本
を
含
め
外
国
に
強
い
関
心
を
持
つ
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
の
年
、
彼
は
科
挙
の
試
験
に
落
第
し
て
故
郷
に
帰
る
途
中
、『
瀛

環
志
略
』
を
買
っ
た
こ
と
で
、
世
界
は
五
つ
の
洲
か
ら
成
り
、
更
に
多
く
の
国
に

分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
西
洋
学
と
接
触
し
始
め
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
、
お
金
が
無
か
っ
た
た
め
に
西
洋
学
に
関
す
る
本
を
あ
ま
り
多
く
買
う
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
年
の
八
月
、
彼
は
康
有
為
に
謁
見
し
、
康
氏

の
門
下
に
入
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
中
国
伝
統
の
学
問
に
限
界
を
感
じ
、

近
代
西
洋
及
び
明
治
日
本
の
学
問
を
視
野
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八

九
五
年
、
彼
が
万
木
草
堂
を
離
れ
て
北
京
に
赴
い
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
学
生
時

代
は
完
全
に
終
焉
の
時
を
迎
え
た
（
４
）
。 

『
読
書
分
月
課
程
』
は
梁
啓
超
が
初
め
て
教
師
と
し
て
東
莞
で
講
義
を
行
っ
た

時
期
に
自
分
の
門
人
に
読
書
の
方
法
を
教
え
る
た
め
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
著
作
は
如
何
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
、
そ
の
特
徴
は
何
か
、
ま
た
梁

啓
超
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
以
て
こ
の
著
作
を
著
わ
し
た
か
と
い
う
疑
問
が
浮

か
ん
だ
。『
読
書
分
月
課
程
』
を
よ
り
一
層
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
そ
の

執
筆
時
期
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
執
筆
時
期
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
梁

啓
超
が
い
つ
東
莞
で
講
義
し
た
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
東
莞
で
講
義

し
た
経
験
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
自
身
が
一
八
九
七
年
『
変
法
通
義
・
論
幼
学
』

に
言
及
し
て
い
る
。 

 

歳 

甲
午
に
し
て
、
餘 

粤
で
授
学
し
、
曽
て
『
読
書
分
月
課
程
』
を
為
し

て
以
て
門
人
を
訓
へ
る
（
５
）
。 

 

他
方
、
梁
啓
超
の
実
弟
梁
啓
勛
は
『
曼
殊
室
戊
辰
筆
記
』
で
の
兄
の
東
莞
で
の

講
義
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。 

 

癸
巳
二
月
二
十
八
日
、
思
順 

生
ま
る
。
是
の
年
の
冬
、
東
莞
に
於
て
講
学

す
。
番
禺
の
韓
雲
臺
と
合
ひ
て
教
へ
、
亦
た
万
木
草
堂
の
弟
子
な
り
（
６
）
。 

 

一
九
〇
二
年 

一
八
九
六
年 

一
八
九
四
年 

一
八
九
三
年 

一
八
九
一
年 

一
八
九
〇
年 

六
月
六
日
、
七
月
五
日
『
新
民
叢
報
』
第
九
、
十
一
号
発
表
『
東

籍
月
旦
』
。 

七
月
『
時
務
報
』
開
、
任
撰
述
之
役
。
著
『
変
法
通
議
』、『
西
学

書
目
表
』
等
書
。 

益
読
訳
書
、
治
算
学
、
地
理
、
歴
史
等
。
著
『
読
書
分
月
課
程
』
。 

冬
、
講
学
東
莞
（
癸
巳
冬
至
甲
午
春
之
間
）
。 

康
設
教
於
万
木
草
堂
、
治
周
、
秦
諸
子
及
仏
典
等
、
亦
渉
猟
清
儒

経
済
書
及
訳
本
西
籍
等
。 

春
、
入
京
会
試
、
下
第
、
帰
道
上
海
、
始
購
『
瀛
環
志
略
』、
接
触

上
海
製
造
局
訳
西
書
若
干
。
八
月
、
入
康
有
為
門
。 

  

表
一 

－ 44 －



 

 
- 44 - 

こ
こ
で
の
「
是
年
」
は
前
後
の
内
容
を
み
る
と
、
梁
啓
超
の
長
女
梁
令
嫻
が
生

ま
れ
た
年
で
あ
り
、
一
八
九
三
年
を
指
す
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

梁
啓
超
の
東
莞
で
講
義
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
か
所
の
記
録
の
間
に
不

一
致
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
の
編
者
は
梁
啓
超
は
大

体
癸
巳
（
一
八
九
三
年
）
の
冬
か
ら
甲
午
（
一
八
九
四
年
）
の
春
ま
で
の
間
に
東

莞
で
講
義
を
行
っ
た
と
推
測
し
た
（
７
）
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
読
書
分
月

課
程
』
は
一
八
九
三
年
の
冬
か
ら
一
八
九
四
年
の
春
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。 

『
読
書
分
月
課
程
』
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
学
界
に

は
以
下
の
二
つ
の
説
が
あ
る
。 

 

①

『
読
書
分
月
課
程
』
は
、
南
海
先
生
の
『
長
興
学
記
』
に
基
い
て
改
編
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
８
）
。 

②

『
読
書
分
月
課
程
』
は
梁
啓
超
が
一
八
九
四
年
に
そ
の
師
で
あ
る
康
有
為

の
著
作
『
桂
学
答
問
』
に
基
い
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
（
９
）
。 

 

ま
た
、
夏
暁
虹
氏
は
「
梁
啓
超
東
莞
講
学
考
」
に
お
い
て
詳
細
な
論
考
を
行
い

『
桂
学
答
問
』
は
『
読
書
分
月
課
程
』
の
源
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。
こ

れ
は
あ
る
程
度
李
国
俊
氏
の
見
方
を
証
明
し
た
。
ま
た
、『
康
有
為
学
術
著
作
選
』

の
「
點
校
説
明
」
に
編
者
は
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
た
。 

 

『
桂
学
答
問
』
は
（
中
略
）
読
書
の
順
番
及
び
読
み
方
を
示
す
た
め
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
『
桂
学
答
問
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
康
有

為
は
『
な
お
学
生
た
ち
は
『
桂
学
答
問
』
の
煩
雑
さ
と
学
問
の
範
囲
の
広
さ

を
心
配
し
て
い
る
』
こ
と
で
、『
我
が
門
人
梁
啓
超
に
そ
の
本
の
内
容
を
抜
き

出
し
て
新
学
を
理
解
す
る
た
め
の
拠
り
所
と
す
る
よ
う
言
い
ま
か
せ
た
。
』

と
。
梁
氏
は
其
の
師
の
教
え
の
下
で
「
学
要
十
五
則
」
を
作
っ
た
。
こ
の
文

章
は
『
桂
学
答
問
』
と
相
補
う
も
の
で
あ
り
（
後
略
）
（

10
）

。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
読
書
分
月
課
程
』
は
『
桂
学
答
問
』
に
基
づ
い
て
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
読
書
分
月
課
程
』
は
主
に
「
学
要
十
五
則
」
と
「
最
初
応
読
之
書
」
と
「
読

書
次
第
表
」
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
学
要
十
五
則
」
は
主

に
学
問
を
修
め
る
方
法
を
説
明
し
、
読
書
の
際
の
主
な
注
意
点
を
門
人
に
教
え
る

も
の
で
あ
る
。
特
に
、
洋
学
書
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
も
彼
な
り
の
考
え
方
を
以

下
の
よ
う
に
示
し
た
。 

 

西
書
を
読
む
に
、
先
ず
『
万
国
史
記
』
を
読
み
以
て
其
の
沿
革
を
知
り
、

次
に
『
瀛
環
志
略
』
を
読
み
以
て
其
の
形
勢
を
審
ら
か
に
し
、『
列
国
歳
計
政

要
』
を
読
み
、
以
て
其
の
富
強
の
原
を
知
り
、『
西
国
近
事
匯
編
』
を
読
み
以

て
其
の
近
日
の
局
を
知
る
。
格
致
各
芸
に
至
る
に
、
自
ら
専
門
有
り
、
此
れ 

初
学
の
為
に
説
法
し
、
瑣
及
せ
ず
（

11
）

。 

 

こ
こ
か
ら
、
初
学
者
に
対
し
て
梁
啓
超
が
何
冊
か
の
洋
学
書
を
薦
め
、
そ
の
読

む
順
番
や
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
何
故
当
時
の
梁
啓
超
は
こ
れ

ら
の
本
を
自
分
の
門
人
に
薦
め
た
の
か
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次
に
其
の
師
康
有

為
が
門
人
に
薦
め
た
必
読
の
洋
学
書
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 
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地
志 

宜
し
く
先
ず
読
む
べ
し
。
瀛
寰
志
略 

其
の
訳
音
及
び
地 

最
も
正

し
く
、
今 

製
造
局
書 

皆
本
づ
く
。
海
国
図
志 

謬
誤
多
く
、
従
ふ
可
か
ら
ず
。

余
り
英
、
法
、
俄
、
美
国
志
の
若
き 

皆
な
粗
略
な
り
。
万
国
通
鑑
、
万
国
史

記
、
四
裔
年
表
一
涉
す
可
し
。（
中
略
）
一
、
政
俗
。
列
国
歳
計
政
要
、
西
国

近
事
彙
編 

最
も
詳
し
（
後
略
）
（

12
）

。 

 

上
記
の
二
つ
の
資
料
を
照
合
す
る
と
、
梁
啓
超
が
『
読
書
分
月
課
程
』
に
挙
げ

た
洋
学
書
の
多
く
は
そ
の
師
康
有
為
が
門
人
に
薦
め
た
書
籍
の
一
部
に
過
ぎ
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
梁
啓
超
は
初
め
て
教
師
と
し
て
講
義

し
た
時
に
自
分
の
学
生
に
薦
め
た
読
書
の
書
目
、
ひ
い
て
は
読
書
の
方
法
は
そ
の

師
康
有
為
か
ら
受
け
た
教
え
に
深
く
繋
が
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
洋
学
書
、
例
え
ば
、『
万
国
史
記
』、『
列

国
歳
計
政
要
』
な
ど
に
は
、
欧
米
諸
国
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
関
す
る

情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、『
万
国
史
記
』
は
日
本
人
岡
本
監
輔
氏
に
よ
り
書

か
れ
た
も
の
で
、
各
国
の
歴
史
を
論
述
し
た
史
書
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梁

啓
超
は
万
木
草
堂
で
勉
強
し
た
際
、
欧
米
諸
国
に
つ
い
て
の
西
洋
学
の
知
識
を
身

に
つ
け
た
ほ
か
、
日
本
に
関
わ
る
こ
と
も
洋
学
書
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
学
び
、

日
本
へ
の
理
解
を
深
め
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。 

『
読
書
分
月
課
程
』
の
第
二
部
分
は
「
最
初
応
読
之
書
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分

で
は
、
梁
啓
超
は
「
経
学
書
」、「
史
学
書
」「
子
学
書
」「
理
学
書
」
と
「
西
学
書
」

と
い
う
五
つ
の
類
か
ら
後
進
の
学
者
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
本
を
読
む
べ
き
か
、
ど

う
い
う
順
番
に
よ
っ
て
読
書
す
べ
き
か
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
そ
の
際
、
中
国
の

伝
統
的
な
書
物
の
分
類
方
法
（
経
、
史
、
子
、
集
）
に
加
え
て
、「
西
学
書
」
と
い

う
類
を
追
加
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
梁
啓
超
は
万
木
草
堂
時
代
に
、
洋
学
書
を

読
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
に
は
伝
統
的
な
こ
と
か
ら
離
脱
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
主
に
中
国
伝
統
の
書
物
を
読
み
、
伝
統
の
学
問
か
ら
多
く
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

『
読
書
分
月
課
程
』
の
第
三
部
分
は
「
読
書
次
第
表
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で

は
、
梁
啓
超
は
第
二
部
分
の
解
説
を
踏
ま
え
て
、
表
を
作
っ
て
毎
月
の
読
書
の
方

法
や
計
画
を
具
体
化
し
、
後
進
の
学
者
た
ち
が
順
調
に
学
問
を
始
め
る
ハ
ー
ド
ル

を
低
く
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『
読
書
分
月
課
程
』
は
梁
啓
超
に
よ
る
読
書
の

方
法
の
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

確
か
に
『
読
書
分
月
課
程
』
は
形
式
上
で
は
其
の
師
康
有
為
の
『
桂
学
答
問
』

と
比
べ
て
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、
そ
の
師
の
教
え
を
受
け
継
い
で
い
る
（

13
）
。
他

方
、
そ
の
師
の
『
桂
学
答
問
』
か
ら
優
れ
た
内
容
を
抽
出
し
、
自
分
の
読
書
の
経

験
と
合
わ
せ
て
よ
く
練
ら
れ
た
作
品
を
作
り
上
げ
た
こ
と
に
梁
啓
超
の
独
自
性

が
表
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
梁
啓
超
に
お
け
る
洋
学
書
の
読
み

方
に
対
す
る
認
識
は
彼
自
身
の
境
遇
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、

「
旧
学
」（
中
国
伝
統
の
学
問
）
を
主
流
と
し
て
、「
西
学
」（
洋
学
）
を
傍
流
と
す

る
『
読
書
分
月
課
程
』
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
の
梁
啓
超
は
「
西
学
東
漸
」
に
対

し
て
当
時
の
士
大
夫
の
西
洋
学
に
対
す
る
認
識
（
中
学
を
体
と
為
り
て
西
学
を
用

と
為
る
）
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
そ
れ
で
は
、
東
莞
で

の
教
職
を
辞
し
て
『
時
務
報
』
の
主
筆
を
担
当
し
て
い
た
時
期
に
彼
は
「
西
学
東

漸
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
時
期

に
著
し
た
『
西
学
書
目
表
』
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

二 

『
西
学
書
目
表
』 
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表
一
を
確
認
す
る
と
、
一
八
九
六
年
七
月
梁
啓
超
は
上
海
で
黄
遵
憲
、
汪
康
年

と
共
に
『
時
務
報
』
を
創
刊
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
時
期
彼
は
『
時
務
報
』

の
主
筆
と
し
て
活
躍
し
て
い
て
、
一
八
九
六
年
に
洋
学
書
の
読
み
方
及
び
目
録
表

に
関
す
る
『
西
学
書
目
表
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
著
作
は
「
『
西
学
書
目
表
』
叙
例
」、

「
西
学
書
目
表
」（「
西
学
書
目
表
上
」
、「
西
学
書
目
表
中
」、「
西
学
書
目
表
下
」
、

「
西
学
書
目
表
附
巻
」
四
巻
を
含
む
）
、「
読
西
学
書
法
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
（

14
）

。
し
か
し
、
梁
啓
超
の
最
初
に
出
版
さ
れ
た
『
飲
氷
室
合
集
』
に
は

『
西
学
書
目
表
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
最
近
ま
で
は
簡
単
に
は
見

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
八
年
に
中
国
人
民
大
学
出
版
社
よ
り
出
版

さ
れ
た
湯
志
鈞
編
『
梁
啓
超
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
は
こ
れ

に
所
収
し
た
『
西
学
書
目
表
』
を
底
本
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
許
麗
莉
の
研
究
に

よ
る
と
、
今
日
出
版
さ
れ
て
い
る
『
西
学
書
目
表
』
に
は
五
つ
の
版
本
が
あ
り
、

収
録
し
た
本
の
数
や
識
語
の
数
な
ど
の
面
で
は
各
版
本
の
間
に
多
少
の
ず
れ
が

あ
る
（

15
）

。
こ
の
著
作
は
、
当
時
の
中
国
人
が
欧
米
諸
国
の
地
理
、
歴
史
、
政
治
、

科
学
技
術
に
関
す
る
各
分
野
の
知
識
を
摂
取
す
る
た
め
の
礎
と
な
り
、
ま
る
で
洪

水
の
よ
う
に
西
洋
の
知
識
が
一
気
に
中
国
に
押
し
寄
せ
た
感
じ
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
書
物
が
当
時
の
中
国
人
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
か
は
知
る
由
も
な

い
が
、
少
な
く
と
も
一
部
の
知
識
人
や
青
年
志
士
は
こ
れ
ら
の
書
物
か
ら
啓
発
さ

れ
、
後
の
戊
戌
変
法
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
叙
例
」
で
は
、
梁
啓
超
は
ま
ず
こ
の
著
作
の
執
筆
動
機
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、

自
分
の
門
人
陳
高
第
、
梁
作
霖
、
黃
公
祐
及
び
自
分
の
実
弟
梁
啓
勳
に
読
む
べ
き

洋
学
書
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
読
み
方
な
ど
を
説
明
す
る
た
め
に
執
筆
し

た
こ
と
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
文
化
の
面
に
お
い
て
は
、
中
国
人
は
特
に
科
学
知

識
や
思
想
な
ど
の
面
で
窮
屈
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
中
国
は

自
ら
強
く
な
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
洋
学
書
を
数
多
く
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
学
者
は
自
立
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
数
多
く
の
洋
学
書
を
読
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
見
解
を
明
確
に
示
し
た
。
最
後
に
、
梁
啓
超
は
訳
書
の
分
類
、

分
類
の
基
準
、
根
拠
と
「
書
目
表
」
の
凡
例
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
の
書
目
表

で
は
中
国
の
伝
統
的
な
分
類
方
法
（
経
、
史
、
子
、
集
）
に
依
拠
せ
ず
洋
学
書
を

「
学
」「
政
」
「
教
」
と
い
う
三
種
類
に
分
け
て
い
る
。
梁
氏
は
「
教
」
に
分
類
さ

れ
る
書
籍
を
除
い
て
、「
学
」
に
分
類
さ
れ
る
書
籍
を
「
書
目
表
」
の
上
巻
に
列
挙

し
、「
政
」
に
分
類
さ
れ
る
書
籍
を
「
書
目
表
」
の
中
巻
に
列
挙
し
、
雑
類
の
書
物

を
「
書
目
表
」
の
下
巻
に
列
挙
し
、
明
末
清
初
に
外
国
人
の
宣
教
師
や
当
時
中
国

の
一
部
の
訳
書
機
関
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
た
書
籍
を
「
書
目
表
」
の
附
巻
に
入
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
分
類
方
法
は
現
在
の
基
準
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
混
乱
し
て
い
て
、

理
屈
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
中
国

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
伝
統
的
な
書
物
の
分
類
方
法
（
経
、
史
、
子
、

集
）
を
打
破
し
た
画
期
的
な
や
り
方
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
梁
啓
超

は
こ
の
時
点
で
目
録
学
に
お
け
る
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、「
学
」
と
並
列
し
て
「
政
」
と
い
う
種
類
の
書
籍
を
列
挙
す
る

こ
と
か
ら
、
梁
氏
は
技
術
の
面
を
重
ん
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
制
度
に
対
し

て
非
常
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。
こ
れ
は
万
木
草
堂
時
期
に
「
西
学
東
漸
」
に

対
す
る
認
識―

「
中
学
為
体
西
学
為
用
（
中
学
を
体
と
為
り
て
西
学
を
用
と
為
る
）
」

よ
り
さ
ら
に
一
歩
進
む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

そ
し
て
、
梁
啓
超
は
「
書
目
表
」
の
書
籍
の
分
類
方
法
を
説
明
し
た
う
え
で
、

各
巻
内
に
本
の
配
列
の
基
準
、
各
種
類
の
本
の
数
の
統
計
状
況
（
例
え
ば
、
中
国

の
官
立
訳
書
機
関
が
翻
訳
し
た
書
籍
の
中
で
兵
学
方
面
の
本
の
数
量
が
最
も
多

か
っ
た
。
外
国
人
や
教
会
に
よ
り
翻
訳
し
た
書
籍
の
中
で
医
学
書
の
比
率
が
一
番
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高
い
な
ど
）
を
明
ら
か
に
し
た
。 

最
後
に
、
梁
啓
超
は
「
書
目
表
」
を
編
集
す
る
時
の
凡
例
（
書
籍
の
版
本
、
値

段
、
著
者
、
訳
者
、
符
号
な
ど
）
を
西
洋
の
書
目
表
に
倣
っ
て
作
成
し
箇
条
書
き

に
し
た
。
例
え
ば
、
こ
の
書
目
表
に
列
挙
し
た
書
物
に
つ
い
て
、
梁
啓
超
は
こ
れ

ら
の
書
物
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
「
識
語
」
を
入
れ
、
そ
の
重
要

性
な
ど
に
よ
っ
て
「
〇
」
を
つ
け
た
り
し
た
。
こ
こ
か
ら
梁
啓
超
が
こ
の
書
目
表

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
読
者
へ
の
配
慮
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
梁
啓
超
は

伝
統
的
な
や
り
方
（
著
者
を
明
記
す
る
）
を
採
用
せ
ず
に
、
著
者
の
名
前
は
明
記

し
な
い
で
、
訳
者
の
名
前
を
明
記
す
る
新
し
い
方
法
を
採
用
し
た
。
こ
の
点
か
ら
、

梁
啓
超
は
洋
学
書
を
重
ん
じ
て
、
特
に
そ
の
翻
訳
を
重
視
す
る
考
え
方
が
多
少
な

り
と
も
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
時
の
欧
米
諸
国
（
日
本
を
含

む
）
の
図
書
目
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
梁
啓
超
が
こ
の
書
目
表
を
作
成
し
た

と
き
、
西
洋
の
や
り
方
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。 

「
西
学
書
目
表
中
」
と
「
西
学
書
目
表
附
巻
」
に
列
挙
し
た
書
籍
を
参
照
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
欧
米
諸
国
の
書
籍
を
訳
し
た
も
の
の
比
率
が
最
も
高
い
に

し
て
も
、
日
本
の
書
籍
も
訳
し
た
こ
と
が
分
か
る
（

16
）

。
万
木
草
堂
時
代
と
比
べ

て
、
梁
啓
超
が
読
み
終
え
た
日
本
に
関
す
る
洋
学
書
の
数
量
の
増
加
か
ら
み
る
と
、

『
西
学
書
目
表
』
を
作
成
し
た
際
の
梁
啓
超
は
洋
学
を
直
接
受
容
す
る
こ
と
か

ら
、
日
本
を
経
由
し
て
西
学
の
知
識
を
勉
強
す
る
と
い
う
方
針
転
換
も
読
み
取

れ
る
。 

「
読
西
学
書
法
」
を
検
討
す
る
と
、
梁
啓
超
は
こ
れ
ら
の
書
籍
に
対
す
る
自
身

の
見
方
を
示
し
、
ま
た
、
各
書
籍
を
読
む
と
き
の
注
意
点
な
ど
も
詳
し
く
説
明
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
学
者
に
西
洋
学
の
知
識
を
勉
強
す
る

こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
伝
統
の
学
問
の
勉
強
も
無
視
で
き

な
い
こ
と
を
強
調
し
た
（

17
）

。 

  

西学書目表 桂学答問 

陸
師
操
練
、

海
戦
紀
要
、

兵

船

布

陣

を

除

い

て

全
部
あ
る 

行
軍
測
絵
、

水
師
操
練
、

陸
師
操
練
、

防
海
新
論
、

御
風
要
術
、

克

虜

伯

炮

説

、

炮

操

法
、
炮
表
、

海
戦
紀
要
、

兵
船
布
陣
。 

す

べ

て

あ

る 瀛
寰
志
略
、

海
国
図
志
、

英
、
法
、
俄
、

美

国

志

皆

粗
略
。
万
国

通
鑑
、
万
国

史
記
、
四
裔

年
表
、
日
本

図
経
、
日
本

新
政
考
。 

すべてある 法律:万国公法
、

星軺指掌 

西
国
学
校
論
略
を

除
い
て
全
部
あ
る 

列
国
歳
計
政
要
、

西
国
近
事
彙
編
、

西
国
学
校
論
略
、

徳
国
議
院
章
程
、

西
事
類
編
、
西
俗

雑
誌
、
普
法
戦
紀
、

鉄
軌
道
里
。
使
西

紀
程
、
曽
侯
日
記
、

環
遊
地
球
日
記
、

四
述
奇
書
、
出
使

英
法
義
比
四
国
日

記
、
使
東
事
略
。 

化
学
養
生
論

を
除
い
て
全

部
あ
る 

談
天
、
地
理
浅

識
、
天
文
図

説
、
動
物
学
、

植
物
学
、
光

学
、
声
学
、
電

学
、
重
学
、
化

学
、
有
西
学
大

成
輯
之
。
有
全

体
新
論
、
化
学

養
生
論
、
格
致

鑑
原
、
格
致
釈

器
、
格
致
彙

編
。 

夷
艘
寇
海

記
、
各
国
和

約
を
除
い

て
全
部
あ

る 夷
艘
寇
海

記
、
中
西
紀

事
、
中
西
関

係
略
論
、
各

国
和
約 

表
二 
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そ
れ
で
は
、
梁
啓
超
は
な
ぜ
『
西
学
書
目
表
』
に
こ
れ
ら
の
書
物
を
列
挙
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
筆
者

が
『
桂
学
答
問
』
に
列
挙
し
た
書
籍
と
『
西
学
書
目
表
』
に
列
挙
し
た
書
籍
を
比

較
し
て
そ
の
結
果
を
表
二
に
し
た
。 

表
二
か
ら
、『
西
学
書
目
表
』
に
記
載
さ
れ
た
書
目
は
康
有
為
が
『
桂
学
答
問
』

に
若
者
の
た
め
に
列
挙
し
た
西
洋
学
に
関
す
る
本
を
ほ
ぼ
す
べ
て
含
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梁
啓
超
が
『
西
学
書
目
表
』
を
作
成
す
る
に

あ
た
っ
て
康
有
為
の
『
桂
学
答
問
』
に
依
拠
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
稿
第
一
節
で
述
べ
た
『
読
書
分
月
課
程
』
と
比
較
す
る
と
、『
西
学
書
目
表
』
は
、

附
巻
に
列
挙
し
た
中
国
人
の
手
に
な
る
洋
学
書
以
外
に
、
洋
学
書
の
訳
本
を
中
心

と
し
て
論
述
し
た
著
作
で
あ
り
、
洋
学
書
の
読
み
方
な
ど
に
つ
い
て
も
一
層
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、『
西
学
書
目
表
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
直

接
欧
米
諸
国
を
手
本
と
し
て
、
欧
米
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
体
制
等
の
面

に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
積
極
的
に
中
国
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
梁
啓
超

な
ら
で
は
の
「
西
学
東
漸
」
に
対
す
る
認
識
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
洋
学

書
を
読
む
た
め
に
日
本
を
経
由
し
て
書
籍
を
入
手
す
る
の
も
一
つ
の
ル
ー
ト
に

な
っ
て
は
い
た
が
、
梁
啓
超
は
心
の
中
で
は
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
傍
流
で
あ
っ
て

主
流
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。 

三 

『
東
藉
月
旦
』 

『
東
藉
月
旦
』
は
戊
戌
変
法
の
失
敗
に
よ
り
日
本
に
逃
亡
し
た
梁
啓
超
が
一
九

〇
二
年
に
、
こ
れ
か
ら
「
東
籍
」（
日
本
の
書
籍
）
を
学
ぼ
う
と
す
る
中
国
人
読
者

に
向
け
て
著
し
た
倫
理
分
野
と
史
学
書
分
野
の
二
章
か
ら
成
る
、
日
本
人
の
評
論

と
は
異
な
る
中
国
人
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
検
討
し
評
論
を
加
え
た
も
の
で
あ

り
、
最
初
は
『
新
民
叢
報
』
第
九
号
、
第
十
一
号
（
一
九
〇
二
年
六
月
六
日
、
七

月
五
日
）
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
『
東
籍
月
旦
』
は
上
述

の
二
章
だ
け
執
筆
さ
れ
、
し
か
も
、
第
二
章
は
未
完
の
ま
ま
で
終
わ
っ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
梁
啓
超
の
「
致
徐
佛
蘇
書
」
と
い
う
書
簡
に
、
以
下
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。 

 

わ
た
く
し
は
日
本
の
各
種
の
書
籍
を
批
評
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ

の
前
私
は
『
新
民
叢
報
』
に
『
東
籍
月
旦
』
を
発
表
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

連
載
を
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
連
載
を
再
開
す
る
。…

も
し
こ
の
書
が
完

成
し
た
ら
、
後
進
の
学
者
に
大
変
役
立
つ
で
あ
ろ
う
（

18
）

。 

 

そ
こ
で
、
梁
啓
超
は
一
九
〇
七
年
に
『
東
籍
月
旦
』
を
続
け
て
連
載
す
る
計
画

を
立
て
た
が
、
結
局
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
梁
啓
超
は
叙
論
で
ま
ず

「
中
国
に
お
い
て
は
英
語
を
学
び
英
語
が
通
じ
る
人
は
数
千
人
も
い
る
が
、
厳
又

陵
を
除
い
て
か
つ
て
他
に
一
人
と
し
て
そ
の
学
術
思
想
を
中
国
に
輸
入
し
た
も

の
は
な
か
っ
た
」
（
19
）

と
賞
賛
し
た
。「
然
し
て
概
ね
我
学
界
の
現
在
の
結
果
を
計

る
に
、
西
学
を
治
む
者
の
収
効
、
転
学
を
聾
者
に
治
む
に
及
ぶ
能
は
ざ
る
若
き
な

る
は
何
ぞ
や
。
そ
の
故
に
二
有
り
。
（
一
）
西
学
を
治
む
者…

本
国
の
学
問
に
於

て
は
、
一
つ
と
し
て
知
る
所
無
き
こ
と
甚
だ
し
き
者
或
は
文
字
を
並
べ
て
解
さ
ず

…

（
二
）
西
文
の
政
治
・
経
済
・
哲
学
等
の
書
を
読
ま
ん
と
欲
す
に
由
り…

最
も

速
く
し
て
五
・
六
年
の
功
非
ざ
る
は
十
餘
年
も
可
な
ら
ず…

」
（

20
）

と
し
て
、
言

葉
の
点
か
ら
い
え
ば
直
接
西
洋
語
を
勉
強
し
て
洋
学
書
を
読
む
と
い
う
よ
り
、
中
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国
と
同
じ
よ
う
に
漢
字
を
使
う
日
本
語
を
勉
強
し
て
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
洋
学

書
を
読
む
こ
と
で
西
洋
学
の
知
識
を
勉
強
す
る
ほ
う
が
、
よ
り
効
率
的
で
あ
る
と

梁
啓
超
が
主
張
し
た
。
中
国
に
お
い
て
は
日
本
語
を
使
っ
て
書
籍
が
読
め
る
人
数

が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
、
当
時
の
中
国
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
梁
啓
超
は

日
本
語
の
書
籍
を
中
国
人
に
紹
介
す
る
『
東
藉
月
旦
』
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。 

『
東
藉
月
旦
』
の
第
一
編
は
「
普
通
学
」
と
い
い
、
第
一
章
の
「
倫
理
学
」
（

21
）

と
第
二
章
の
「
歴
史
」
（

22
）

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
日
本
文
部
省
の
「
普
通
学
」
に
つ

い
て
の
説
明
の
部
分
か
ら
、「
地
理
」、「
数
学
」、「
博
物
」、「
物
理
」、「
化
学
」、「
法

制
」
と
「
経
済
」
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
梁
啓

超
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
日
本
語
の
書
籍
を
紹
介
す
る
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
書
籍
は
、
い
ず
れ
も
西
洋
学
の
知
識
を
勉

強
す
る
た
め
の
入
門
書
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
梁
啓
超
が
考
え
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
彼
は
普
通
学
は
凡
そ
学
を
求
め
ん
と
す
る
者
に
と
っ
て
い
か
な
る

勉
強
の
方
式
を
使
っ
て
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、

普
通
学
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
現
行
の
中
学
校
の
普
通
科
目

を
列
挙
し
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
ま
と
め
て
、
中
国
の
学
生
の
実
際
の
状
況
を
考

慮
し
た
上
で
、
各
科
目
を
勉
強
す
る
と
き
の
注
意
点
を
明
確
に
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、

明
治
期
の
日
本
の
中
学
校
の
科
目
に
つ
い
て
、
表
三
に
し
て
提
示
す
る
（

23
）

。 

表
三
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
学
制
や
教
育
令
な
ど
の
規
定
に
よ
っ
て
、

日
本
の
小
中
学
校
は
い
ず
れ
も
普
通
学
を
授
け
る
場
所
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て

は
普
通
学
は
学
生
の
勉
強
の
第
一
歩
で
あ
り
、
基
礎
の
中
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
当
時
の
中
国
人
の
学
者
は
た
だ
四
書
五
経
を
勉
強
し

伝
統
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
で
、
日
本
の
「
普
通
学
」
に
つ
い
て
は
、 

 

  明
治
五
年

八
月
三
日 

明
治
十
二

年
九
月
二

十
九
日 

明
治
十
九

年
六
月
二

十
二
日 

明
治
三
十

四
年
三
月

五
日 

下
等
中
学
教
科:

一
国
語
学
、
二
数
学
、
三
習
字
、
四
地
学
、
五
史

学
、
六
外
国
語
学
、
七
理
学
、
八
画
学
、
九
古
言
学
、
十
幾
何
学
、

十
一
記
簿
学
、
十
二
博
物
学
、
十
三
化
学
、
十
四
修
身
学
、
十
五
測

量
学
、
十
六
奏
楽 

当
分
欠
ク
。 

上
等
中
学
教
科:

一
国
語
学
、
二
数
学
、
三
習
字
、
四
外
国
語
学
、

五
理
学
、
六
罫
画
、
七
古
言
学
、
八
幾
何
代
数
学
、
九
記
簿
学
、
十

化
学
、
十
一
修
身
学
、
十
二
測
量
学
、
十
三
経
済
学
、
十
四
重
学
、

十
五
動
植
地
質
鉱
山
学
、
十
六
奏
楽 

当
分
欠
ク
。 

小
学
校
ハ
普
通
教
育
ヲ
児
童
ニ
授
ク
ル
所
ニ
シ
テ
其
学
科
ヲ
読
書

習
字
算
術
歴
史
修
身
等
ノ
初
歩
ト
ス
土
地
ノ
情
況
ニ
随
ヒ
テ
罫
画

唱
歌
体
操
等
ヲ
加
ヘ
又
物
理
生
理
博
物
等
大
意
ヲ
加
フ
殊
ニ
女
子

ノ
為
ニ
ハ
裁
縫
ナ
ド
ヲ
ノ
科
ヲ
設
ク
ヘ
シ
。 

尋
常
中
学
校
ノ
学
科
ハ
倫
理
国
語
漢
文
第
一
外
国
語
第
二
外
国
語

農
業
地
理
歴
史
数
学
博
物
物
理
化
学
習
字
図
画
唱
歌
及
体
操
ト
ス

第
一
外
国
語
ハ
通
常
英
語
ト
シ
第
二
外
国
語
ハ
通
常
独
語
若
ク
ハ

仏
語
ト
ス
但
第
二
外
国
語
ト
農
業
ト
ハ
其
一
ヲ
欠
ク
コ
ト
ヲ
得
又

唱
歌
ハ
当
分
之
ヲ
欠
ク
モ
妨
ケ
ナ
シ
。 

中
学
校
ノ
学
科
科
目
ハ
修
身
、
国
語
及
漢
文
、
外
国
語
、
歴
史
、
地

理
、
数
学
、
博
物
、
物
理
及
化
学
、
法
制
及
経
済
、
図
画
、
唱
歌
、

体
操
ト
ス
。
外
国
語
ハ
英
語
、
独
語
又
ハ
仏
語
ト
ス
。
法
制
及
経
済
、

唱
歌
ハ
当
分
之
ヲ
欠
ク
コ
ト
ヲ
得
。 

表
三
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基
本
的
な
知
識
す
ら
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
梁
啓
超
が
普
通
学
の

勉
強
を
強
調
し
た
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。 

ま
た
、
梁
啓
超
は
日
本
の
中
学
校
の
課
程
を
そ
の
ま
ま
列
挙
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
或
い
は
日
本
の
中
等
教
育
を
よ
く
調
べ
て
検
討
し
た
う
え
で
『
東
藉
月
旦
』

を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
東
藉
月
旦
』
に
梁
啓
超
が
列
挙
し
た
日
本
現
行

の
中
学
校
普
通
科
目
と
表
三
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
梁
氏
が
提
示
し
た
「
倫
理
」

は
明
治
三
十
四
年
の
文
部
省
の
規
定
で
は
「
修
身
」
に
変
わ
り
、「
習
字
」
は
明
治

三
十
四
年
の
文
部
省
の
規
定
で
は
削
除
さ
れ
た
と
い
う
変
化
が
明
白
で
あ
る
。
ま

た
、
文
部
省
の
他
の
年
代
の
規
定
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
提
示
し
た

中
学
校
の
科
目
と
梁
啓
超
が
『
東
藉
月
旦
』
に
挙
げ
た
科
目
と
は
少
し
ず
れ
が
あ

る
こ
と
も
窺
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
梁
啓
超
は
『
東
籍
月
旦
』
を
作
っ
た
と
き
、

日
本
の
当
時
の
最
新
の
中
学
校
の
科
目
を
そ
の
ま
ま
写
し
、
日
本
の
中
等
教
育
に

対
す
る
理
解
が
表
面
的
な
も
の
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
中
等
教
育
の
科
目
の
各
段
階

の
規
定
と
比
較
検
討
し
て
、
自
分
の
手
を
加
え
、
中
国
の
実
情
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
そ
の
評
論
文
を
書
き
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

第
一
章
の
倫
理
学
に
つ
い
て
は
、「
中
国
は
礼
儀
の
國
と
自
称
し
、
倫
理
学
に
つ

い
て
は
外
国
か
ら
求
め
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
考
え
は

間
違
っ
て
い
る
。
中
国
の
い
わ
ゆ
る
倫
理
は
範
囲
が
せ
ま
く
、
学
問
を
す
べ
て
含

ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
」
（

24
）

と
述
べ
て
伝
統
的
な
中
国
の
倫
理
学
を
強
く
批

判
し
、「
東
学
」
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
中
国
人
に
当
時
の
日
本
文
部
省
が
設
定
し

た
中
等
学
校
倫
理
道
徳
教
育
要
領
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
日
本
文
部
省
が
一
九
〇

二
年
二
月
六
日
に
制
定
し
た
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
内
容
（

25
）

と
比
較
し
て
み

る
と
、
こ
の
部
分
で
は
梁
啓
超
は
確
か
に
文
部
省
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て

採
用
し
つ
つ
も
、
中
国
の
学
者
の
倫
理
学
に
関
す
る
間
違
っ
た
認
識
を
修
正
し
、

日
本
の
中
等
教
育
の
最
新
の
政
策
を
中
国
に
輸
入
し
た
。
た
だ
し
、
唯
一
一
致
し

な
い
点
は
、『
東
藉
月
旦
』
で
梁
啓
超
が
挙
げ
た
部
分
が
中
学
四
年
・
五
年
生
に
対

す
る
教
授
要
目
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
文
部
省
の
布
告
で
は
こ
の
部
分
は
中
学
三

年
・
四
年
生
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。『
東
藉
月
旦
』
で
梁
啓
超

の
指
摘
し
た
日
本
文
部
省
が
発
布
し
た
最
新
の
訓
令
の
時
間
（
一
九
〇
二
年
二
月

六
日
）
と
『
東
籍
月
旦
』
の
作
成
時
期
（
一
九
〇
二
年
六
月
～
七
月
）
と
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
こ
は
梁
啓
超
の
書
き
間
違
え
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
梁
啓
超
の
倫
理
学
に
関
す
る
書
籍
の
紹
介
は
ち

ょ
う
ど
学
校
制
度
を
整
備
し
て
研
究
機
関
な
ど
を
設
立
し
た
ば
か
り
の
中
国
に

と
っ
て
大
い
に
役
に
立
ち
、
参
考
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
西
洋
の
倫
理
学
の
分
野
の
書
籍
を
中
国
に
紹
介
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
人
が
使
用
し
て
き
た
各
種
類
の
教
科
書
や
研
究
の
役
に
立
つ
訳
書
や
著
作

を
列
挙
し
、
各
書
籍
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
詳
細
に
書
き
記
し
た
。
特
に
、

『
中
等
教
育
倫
理
講
話
』
に
つ
い
て
は
、
各
章
の
概
要
を
ま
と
め
て
詳
し
く
説
明

し
た
。
ま
た
、
中
に
は
上
海
広
智
書
局
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
書
籍
も
何
冊
が
あ

る
こ
と
も
表
記
し
た
。
上
海
広
智
書
局
は
梁
啓
超
が
主
導
し
、
訳
書
を
出
版
し
て
、

康
・
梁
一
派
の
政
治
思
想
や
主
張
を
宣
伝
し
た
組
織
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
よ
う

な
詳
し
い
評
論
を
つ
け
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
梁
啓

超
が
日
本
の
中
等
教
育
に
対
し
て
詳
し
く
研
究
し
、
深
く
理
解
し
て
い
た
証
で
あ

る
と
言
え
る
。 

第
二
章
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
は
最
初
に
「
歴
史
者
、
普
通
学
中
最
要

者
也
（
中
略
）
慾
治
政
治
、
経
済
、
法
律
諸
学
者
、
則
歴
史
為
尤
要
。（
歴
史
は
普

通
学
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る
（
中
略
）
政
治
、
経
済
、
法
律
の
研
究
者
に
は
、
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歴
史
学
が
最
も
重
要
で
あ
る
）」
と
い
う
見
方
を
示
し
、
歴
史
学
は
た
だ
歴
史
の
研

究
に
留
ま
ら
ず
、
ほ
か
の
学
問
の
基
礎
で
も
あ
る
と
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。 

続
い
て
、
梁
啓
超
は
歴
史
書
を
世
界
史
、
東
洋
史
、
日
本
史
、
泰
西
史
な
ど
八

種
類
に
分
け
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
普
通
学
の
一
種
と
し
て
、
世
界
史
、
東
洋

史
と
日
本
史
の
三
つ
を
主
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
梁
啓
超
が
紹
介
し
た

書
籍
は
、
世
界
史
は
三
十
一
種
、
東
洋
史
は
十
三
種
、
日
本
史
は
八
種
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
梁
啓
超
は
特
に
西
洋
史
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

世
界
史
の
書
籍
を
検
討
す
る
と
、
日
本
人
の
世
界
史
は
ほ
ぼ
西
洋
史
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
の
世
界
史
に
関
す
る
書
籍
は
少
な
い
こ
と
が
窺

え
る
。
ま
た
、
梁
啓
超
は
本
を
紹
介
す
る
際
に
、
古
代
史
に
始
ま
り
近
代
史
に
至

る
順
番
で
書
籍
を
扱
い
、
基
礎
的
で
読
み
や
す
い
本
か
ら
並
ぶ
よ
う
に
工
夫
し
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
。 

東
洋
史
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
は
日
本
人
に
お
け
る
東
洋
は
ア
ジ
ア
を
指
し
て

い
て
、
東
洋
史
は
実
は
中
国
の
歴
史
を
指
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
中
で
、

梁
啓
超
は
高
桑
氏
に
よ
る
『
東
洋
史
』
は
中
国
と
イ
ン
ド
を
中
心
に
し
て
、
他
国

を
含
め
て
紹
介
し
た
こ
と
で
東
洋
史
の
第
一
級
の
書
で
あ
る
と
賞
賛
し
た
。 

日
本
史
に
つ
い
て
は
、
梁
啓
超
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
日
本
の
幕
末
と
明

治
時
代
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
幕
末
は
日
本
を
近
代
化
へ

と
導
い
た
時
期
で
あ
り
、
明
治
は
西
洋
の
進
ん
だ
文
化
を
取
り
入
れ
つ
つ
近
代
化

を
進
め
た
時
期
で
あ
る
。
中
国
人
が
こ
れ
ら
の
書
籍
を
読
む
こ
と
で
、
中
国
の
近

代
化
に
役
立
つ
と
梁
啓
超
は
考
え
た
。
そ
の
ほ
か
、『
東
籍
月
旦
』
に
言
及
し
た
書

籍
の
一
部
は
そ
の
来
日
前
に
作
成
し
た
『
西
学
書
目
表
』
に
列
挙
し
た
本
と
重
複

す
る
も
の
が
あ
る
が
（
例
え
ば
、『
万
国
史
記
』
）、
そ
の
評
価
に
少
し
ず
れ
が
あ
る

こ
と
を
見
る
と
、
梁
啓
超
は
日
本
に
亡
命
し
て
、
た
く
さ
ん
の
書
籍
を
読
ん
だ
後
、

日
本
へ
の
理
解
ひ
い
て
は
西
洋
学
へ
の
理
解
を
深
め
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
歴
史
書
籍
の
一
部
は
、
維
新
派
の
宣
伝
を
担
っ
た
広

智
書
局
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
。
梁
啓
超
が
自
分
の
政
治
思
想
を
自
国
民
に
伝
え

自
国
民
を
啓
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
姿
も
見
て
と
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、『
読
書
分
月
課
程
』
と
『
西
学
書
目
表
』
に
お
い
て
、
梁

啓
超
は
西
洋
学
を
直
接
中
国
人
に
紹
介
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、『
東
藉
月
旦
』
に
お
い
て
日
本
経
由
で
西
洋
学
を
勉
強
す
る
と
い
う
と
い
う
姿

勢
に
転
換
し
た
こ
と
か
が
窺
え
る
。
ま
た
、
日
本
語
の
書
籍
を
中
国
人
に
紹
介
す

る
と
同
時
に
、
中
国
近
代
教
育
制
度
の
確
立
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
日
本
の
中
等

教
育
に
お
け
る
最
新
の
制
度
を
中
国
に
紹
介
し
、
ひ
い
て
は
教
育
を
通
じ
て
国
民

の
思
想
を
改
造
し
中
国
を
救
お
う
と
す
る
梁
啓
超
の
思
惑
も
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
（

26
）
。
こ
の
よ
う
な
変
換
は
あ
る
程
度
当
時
梁
啓
超
の
日
本
に
亡
命
す

る
境
遇
と
当
時
の
時
代
の
流
れ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

お
わ
り
に 

本
稿
で
は
梁
啓
超
の
洋
学
書
の
読
み
方
に
関
す
る
三
部
の
著
作
を
検
討
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
梁
啓
超
の
「
西
学
東
漸
」
に
対
す
る
認
識
の
変
遷
や
目
録
学
に

対
す
る
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
変
化
に

潜
ん
で
い
る
梁
啓
超
に
お
け
る
「
西
学
東
漸
」
の
構
築
の
過
程
、
ひ
い
て
は
こ
れ

ら
の
変
化
に
込
め
ら
れ
た
彼
の
政
治
理
想
の
変
遷
も
漸
く
明
白
に
な
っ
た
。 

初
め
に
、『
読
書
分
月
課
程
』
で
梁
啓
超
が
紹
介
し
た
書
籍
の
中
で
は
、
中
国
の

古
典
籍
が
占
め
る
比
率
が
高
い
の
に
対
し
て
、
洋
学
書
の
比
率
は
か
な
り
低
い
。
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次
に
、『
西
学
書
目
表
』
の
場
合
は
、
洋
学
書
が
占
め
る
比
率
が
高
い
が
、
中
国
人

に
よ
り
翻
訳
さ
れ
た
書
籍
も
一
定
の
分
量
を
占
め
て
い
る
。
日
本
滞
在
期
に
著
わ

し
た
『
東
藉
月
旦
』
の
場
合
、
主
に
日
本
人
が
訳
し
た
洋
学
書
と
日
本
人
が
著
し

た
書
籍
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
伴
っ
て
、
自
身
の

境
遇
や
思
想
も
変
化
し
、
後
学
の
徒
に
対
し
て
指
南
書
と
し
て
の
洋
学
書
と
中
国

伝
統
の
書
籍
が
そ
れ
ぞ
れ
占
め
る
比
率
も
変
化
し
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
変
化
は

梁
啓
超
の
「
西
学
東
漸
」
に
対
す
る
認
識
の
変
化
と
も
言
え
よ
う
。
万
木
草
堂
時

代
か
ら
日
本
亡
命
期
ま
で
「
西
学
東
漸
」
に
対
し
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
出
発
～

日
本
を
経
由
し
て
～
中
国
に
行
く
」
と
い
う
「
西
学
東
漸
」
の
も
う
一
つ
の
道
筋

が
梁
啓
超
の
心
の
中
に
貫
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
梁
啓
超
は

西
洋
学
に
対
し
て
、「
中
学
為
体
西
学
為
用
（
中
学
を
体
と
し
、
西
学
を
用
と
す
）」

と
い
う
思
想
か
ら
、
変
法
維
新
を
通
じ
て
国
を
救
う
、
国
民
の
思
想
を
改
造
し
て

自
己
救
済
す
る
に
至
る
ま
で
の
認
識
の
変
化
の
様
相
も
見
て
と
れ
る
（

27
）

。
そ
れ

ゆ
え
に
、
恐
ら
く
梁
啓
超
は
こ
の
よ
う
な
一
連
の
著
作
を
国
民
に
紹
介
し
た
の
も

彼
自
分
の
政
治
理
想
を
実
現
す
る
一
つ
の
通
路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

注 

（
１
）
徳
富
蘇
峰
「
梁
啓
超
君
の
清
代
学
術
概
論
」（
『
野
史
亭
独
語
』、
民
友
社
、

一
九
二
六
年
、
一
六
八
～
一
八
四
頁
）「
梁
君
は
縦
横
の
策
士
で
あ
る
。
又

た
曽
て
革
命
的
運
動
家
で
あ
っ
た
。
時
と
し
て
は
、
外
国
に
於
け
る
逃
竄

の
浪
人
者
た
り
。
時
と
し
て
は
、
自
国
に
於
け
る
内
閣
の
閣
員
た
り
。
其

の
一
生
の
変
化
は
、
浮
沈
出
没
繋
が
ざ
る
舟
に
似
て
ゐ
る
が
、
然
も
究
極

す
る
に
、
梁
君
は
天
成
新
聞
記
者
だ
。
梁
君
に
し
て
若
し
他
の
野
心
を
抛

擲
し
、
新
聞
記
者
と
し
て
立
た
ば
、
東
洋
唯
一
の
大
記
者
と
言
は
ざ
る
迄

も
、
そ
の
級
中
の
或
位
を
占
む
る
に
難
か
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。…

併
し
梁
君

は
、
要
す
る
に
新
聞
記
者
だ
。
哲
学
家
で
も
な
け
れ
ば
、
思
想
家
で
も
な

い
。
云
は
ば
理
想
と
、
現
実
と
の
境
目
に
跨
り
て
、
一
世
の
輿
論
を
鼓
吹

す
る
の
天
職
を
有
す
る
一
人
だ
。
同
君
に
し
て
若
し
小
策
士
の
常
套
を
脱

し
、
其
の
雄
健
無
比
の
筆
を
、
東
亜
興
隆
の
為
め
に
献
げ
な
ば
、
其
の
収

穫
は
、
决
し
て
支
那
党
争
史
の
一
二
頁
を
贏
ち
得
る
の
比
で
は
あ
る
ま

い
。
」
を
参
照
。 

（
２
）
梁
啓
超
著
、
渡
辺
秀
方
訳
「
梁
啓
超
、
其
の
二
」（『
清
代
学
術
概
論
』、
読

画
書
院
、
一
九
二
二
年
、
一
六
九
頁
）
を
引
用
。
中
国
語
の
原
文
は
「
彼

常
有
詩
題
其
女
令
嫻
芸
蘅
館
日
記
云
、『
吾
学
病
愛
博
、
是
用
浅
且
蕪
。
尤

病
在
無
恒
、
有
獲
旋
失
諸
。
百
凡
可
效
我
、
此
二
無
我
如
』
可
謂
有
自
知

之
明
。
」（
梁
啓
超
、『
清
代
学
術
概
論
』（
中
国
学
術
史
第
五
種
）
、
商
務
印

書
館
、
一
九
二
三
年
、
一
四
九
頁
）
と
あ
る
。 

（
３
）
梁
啓
超
著
、
湯
志
鈞
編
「
変
法
通
義
・
論
学
校
五 

幼
学
」
（『
梁
啓
超
全

集
』
第
一
集 

論
著
一
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
六
六

頁
）
「
六
曰
門
径
書
。（
中
略
）
啓
超
本
郷
人
、
懵
不
知
学
、
年
十
一
游
坊

間
、
得
張
南
皮
之
『
輶
軒
語
』『
書
目
答
問
』
、
帰
而
読
之
、
始
知
天
地
間

有
所
謂
学
問
者
。
稍
長
、
游
南
海
康
先
生
之
門
、
得
『
長
興
学
記
』
、
俯
焉

孜
孜
従
事
焉
。(

南
海
先
生
復
有
『
桂
学
答
問
』、
甲
午
游
粤
西
告
桂
人
学

者
、
其
言
較
『
長
興
学
記
』
為
切
近
。)

歳
甲
午
、
餘
授
学
於
粤
、
曽
為
『
読

書
分
月
課
程
』
以
訓
門
人
、
近
復
為
『
読
西
書
之
法
』
以
答
問
者
、
皆
演

師
友
末
説
、
靡
有
心
得
、
童
蒙
之
求
、
所
弗
辞
耳
。」
を
参
照
。 

（
４
）
丁
文
江
、
趙
豊
田
編
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
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三
年
）
を
参
照
。 

（
５
）
前
掲
注
（
３
）
を
参
照
。 

（
６
）
注
（
４
）
前
掲
書
（
三
十
頁
）
に
「
癸
巳
二
月
二
十
八
日
、
思
順
生
。
是

年
冬
、
講
学
於
東
莞
。
余
番
禺
韓
雲
台
合
教
、
亦
万
木
草
堂
弟
子
也
。」
と

あ
る
。 

（
７
）
前
掲
注
（
６
）
を
参
照
。
ま
た
、
夏
暁
虹
氏
は
「
梁
啓
超
東
莞
講
学
考
」

（
『
中
国
文
化
』
第
五
十
一
期
、
二
〇
二
〇
年
）
で
詳
細
な
考
証
を
通
じ
て

「
以
上
的
考
論
已
足
以
可
証
明
、
梁
啓
超
的
『
読
書
分
月
課
程
』
確
実
源

出
康
有
為
的
『
桂
学
答
問
』、
写
作
時
間
乃
在
東
莞
講
学
之
後
。
（
以
上
の

考
察
と
論
考
は
、
梁
啓
超
の
『
読
書
分
月
課
程
』
は
確
か
に
康
有
為
の
『
桂

学
答
問
』
を
源
と
し
て
、
そ
の
作
成
時
間
が
彼
が
東
莞
で
講
学
し
た
後
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
証
明
で
き
る
。
）」
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
、
李
国
俊

の
見
方
を
賛
成
し
た
。 

（
８
）
注
（
４
）
前
掲
書
（
三
十
頁
）「
至
於
『
読
書
分
月
課
程
』
一
書
、
是
根
据

南
海
先
生
『
長
興
学
記
』
改
編
的
。」
を
参
照
。 

（
９
）
李
国
俊
『
梁
啓
超
著
述
系
年
』（
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
を
参

照
。 

（
10
）
楼
宇
烈
『
康
有
為
学
術
著
作
選 

長
興
学
記 

桂
学
答
問 

万
木
草
堂
口

説
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
點
校
説
明
）「
桂
学
答
問
（
中
略
）
為

述
読
書
之
次
第
及
方
法
而
成
此
書
。（
中
略
）
桂
学
答
問
刊
出
後
、
康
有
為

『
尚
慮
学
者
疑
其
繁
博
』
、
於
是
『
属
門
人
梁
啓
超
、
抽
繹
其
条
、
以
為
新

学
知
道
之
助
』
。
梁
氏
遵
嘱
作
学
要
十
五
則
。
此
文
是
與
桂
学
答
問
相
輔
之

篇
（
後
略
）」
を
参
照
。 

（
11
）
注
（
３
）
前
掲
書
（
第
一
集 

論
著
一
、
十
三
頁
）「
読
西
書
、
先
読
『
万

国
史
記
』
以
知
其
沿
革
、
次
読
『
瀛
環
志
略
』
以
審
其
形
勢
、
読
『
列
国

歳
計
政
要
』、
以
知
其
富
強
之
原
、
読
『
西
国
近
事
匯
編
』
以
知
其
近
日
之

局
。
至
於
格
致
各
芸
、
自
有
専
門
、
此
為
初
学
説
法
、
不
瑣
及
矣
」
を
参

照
。 

（
12
）
注
（
10
）
前
掲
書
（
三
八
頁
～
三
九
頁
）
を
参
照
。 

（
13
）
銭
穆
「
近
百
年
来
諸
儒
論
読
書
」（『
銭
穆
四
先
生
全
集
』、
聯
経
出
版
事
業

股
份
有
限
公
司
、
一
九
九
八
年
、「
学
侖
」
、
一
三
八
頁
）「
似
乎
有
意
无
意

地
模
仿
着
有
名
的
程
氏
家
塾
『
読
書
分
年
日
程
』
而
来
」
を
参
照
。 

（
14
）
注
（
３
）
前
掲
書
（
第
一
集 

論
著
一
、
一
三
三
頁
）「
餘
既
爲
『
西
書
提

要
』
、
缺
医
学
、
兵
政
両
門
、
未
成
、
而
門
人
陳
高
第
、
梁
作
霖
、
黃
公
祐
、

家
弟
梁
啓
勳
以
書
問
応
読
之
西
書
、
及
其
読
法
先
後
之
序
、
乃
為
表
四
巻
、

劄
記
一
巻
示
之
」
を
参
照
。 

（
15
）
許
麗
莉
「
『
西
学
書
目
表
』
版
本
述
略
」（
『
図
書
館
雑
誌
』、
第
六
期
、
二

〇
一
八
年
、
一
一
七
頁
～
一
二
二
頁
）
を
参
照
。 

（
16
）
注
（
３
）
前
掲
書
（
第
一
集 

論
著
一
、
一
三
一
頁
～
一
八
〇
頁
）
を
参

照
。 

（
17
）
注
（
３
）
前
掲
書
（
『
梁
啓
超
全
集
・
第
一
集 

論
著
一
』
、
一
八
十
頁
）

「
要
之
、
舎
西
学
而
言
中
学
者
、
其
中
学
必
為
無
用
、
舎
中
学
而
言
西
学

者
、
其
西
学
必
為
無
本
」
を
参
照
。 

（
18
）
梁
啓
超
「
致
徐
佛
蘇
書
」（
注
（
３
）
前
掲
書
、
第
十
九
集 

函
電
一
、
四

九
八
頁
～
四
九
九
頁
）
に
「
弟
意
欲
批
評
日
本
各
書
籍
、
前
此
『
新
民
』

有
『
東
籍
月
旦
』
一
種
、
后
未
継
続
、
今
可
為
之
。…

…

此
書
若
可
成
、

嘉
惠
学
者
不
少
。」
と
あ
る
。 

（
19
）
注
（
３
）
前
掲
書
（
第
三
集 

論
著
一
、
四
六
六
頁
）
を
参
照
。 
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（
20
）
鈴
木
正
弘
「
清
末
の
中
国
人
に
紹
介
さ
れ
た
日
本
の
歴
史
書―

梁
啓
超
撰

「
東
籍
月
旦
」
記
事
の
考
察―

附
「
東
籍
月
旦
」
叙
論
・
歴
史
の
部
訳
注

稿
」（『
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
、
第
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
八
～
一

九
頁
）
を
引
用
。
中
国
語
の
原
文
は
注
（
３
）
前
掲
書
（
第
三
集 

論
著

一
、
四
六
六
頁
～
四
六
七
頁
）
に
あ
た
る
。 

（
21
）
山
口
る
み
子
は
「
梁
啓
超
「
東
藉
月
旦
」
に
見
る
西
洋
近
代
思
想
受
容
の

態
度
と
倫
理
思
想
」
（
『
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
、
第
五
十
七
集
第
十
二

号
、
二
〇
〇
四
年
）
で
梁
啓
超
は
「
倫
理
学
」
に
対
す
る
見
解
や
そ
の
見

解
の
源
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。 

（
22
）
鈴
木
正
弘
は
注
（
20
）
前
掲
書
で
、
梁
啓
超
が
「
東
藉
月
旦
」
に
列
挙
し

た
歴
史
書
に
対
し
て
詳
し
い
考
察
を
行
い
、
叙
論
・
歴
史
の
部
の
訳
注
を

し
た
。
ま
た
、
馬
場
将
三
は
「
梁
啓
超
の
『
新
史
学
』
へ
の
過
程
」
（『
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
』、
三
六
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
「
東
藉
月
旦
」
と
梁
啓

超
の
『
新
史
学
』
と
の
関
わ
り
を
論
じ
、「
東
藉
月
旦
」
に
列
挙
し
た
歴
史

書
の
梁
啓
超
の
「
中
国
史
論
」
へ
の
影
響
を
述
べ
た
。 

（
23
）
『
学
制
百
年
史
』
（
資
料
編
）
（
文
部
省
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
。 

（
24
）
梁
啓
超
著
、
湯
志
鈞
編
「
東
藉
月
旦
」（
注
（
３
）
前
掲
書
、
第
三
集 

論

著
三
、
四
六
八
頁
～
四
六
九
頁
）
に
「
中
国
自
詡
礼
儀
之
邦
、
宜
若
倫
理

之
学
無
所
求
於
外
、
其
実
不
然
。
中
国
所
謂
倫
理
者
、
其
範
囲
甚
狭
、
未

足
尽
此
学
之
蘊
也
。
」
と
あ
る
。 

（
25
）
「
中
学
校
教
授
要
目
」
（
明
治
三
十
五
年
二
月
六
日
文
部
省
訓
令
第
２
号
）

（
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
四
巻
、
文
部
省
内
教
育
史
編
纂
会
、

昭
和
十
三
年
、
一
九
六
～
一
九
七
頁
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 
 

道
徳
ノ
要
領 

自
己
ニ
対
ス
ル
責
務 

身
体  

健
康 

 

生
命 

精
神 知 

 

情 
 
 

意 

理
想
、
趣
味
等 

  

自
立  

職
業 

 

財
産  

人
格 

家
族
ニ
対
ス
ル
責
務  

父
母 

兄
弟 

姉
妹 

子
女 

夫
婦 

親
族 

祖
先
、
家
門 

婢
僕 

社
会
ニ
対
ス
ル
責
務 

個
人 

他
人
ノ
人
格 

他
人
ノ
身
体
、
財
産
、
名
誉
、
秘
密
、
約
束
等 

恩

誼 

朋
友 

長
幼
、
貴
賎
、
主
従
等 

女
性 

公
衆 協

同 

社
会
ノ
秩
序 

社
会
ノ
進
歩 

所
属
団
体 

国
家
ニ
対
ス
ル
責
務 

団
体 

皇
室 忠

君 

皇
祖
、
皇
宗 

皇
運 

国
家 

 

国
憲
、
国
法 

愛
国 

兵
役 

租
税 

教
育 

公
権 

国
際 

人
類
ニ
対
ス
ル
責
務 
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万
有
ニ
対
ス
ル
責
務 

動
物 

天
然
物 

真
、
善
、
美 

（
後
略
） 

（
26
）
荘
光
茂
樹
は
「
梁
啓
超
に
つ
い
て―

新
文
体
と
『
東
藉
月
旦
』―

」
で
『
経

済
集
志
』
（
人
文
・
自
然
科
学
編
）
、
第
五
十
三
巻 

別
号
一
、
一
九
八

三
年
）
で
『
東
藉
月
旦
』
は
中
国
の
教
育
制
度
学
校
制
度
学
術
制
度
の
参

考
に
な
る
こ
と
も
触
れ
た
。 

（
27
）
孫
墨
「
論
晩
清
西
学
書
目
中
『
西
学
』
内
涵
的
演
進
」
（
『
文
献
考
論
』
、

第
五
期
、
二
〇
一
九
年
、
一
〇
〇
頁
～
一
〇
九
頁
）
に
梁
啓
超
は
目
録
学

に
対
し
て
、
特
に
「
西
学
」
に
対
す
る
見
解
が
彼
の
政
治
主
張
に
関
わ
っ

て
い
る
と
指
摘
し
た
。 

  

（
ち
ょ
う 

し
ゅ
く
く
ん
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
） 
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The construction of Liang Qichao's understanding of Western 
learning spreading to the East:

An analysis focusing on Dongji Yuedan

Shujun ZHANG

Key Words: Liang Qichao, Western learning spreading to the East, Dongji Yuedan

From 1890, when he began to study with Kang Youwei, to the early years of his refuge in Japan,

Liang Qichao composed a series of articles and books introducing foreign books for the benefit of his 

students and later scholars. This paper mainly focuses on three of his works: Dushu Fenyue Kecheng, 

Western Culture Booklist, and Dongji Yuedan. The background of their composition, contents, and 

other aspects are investigated to understand what Liang Qichao meant by Western learning and explore 

how he gradually constructed his understanding of Western learning spreading to the East and the 

leading factors of its construction. 
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